
会 議 録 

会議名 第１１回松本地域公共交通協議会・第１１回松本地域公共交通会議 

日 時 令和７年６月２日（月） １４時から１５時まで 

場 所 松本市役所大会議室 

次 第 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 会議事項 

⑴  松本地域公共交通協議会 

   【議案第１号】令和６年度松本地域公共交通協議会事業報告 

   【議案第２号】令和６年度松本地域公共交通協議会収支決算 

   【議案第３号】令和７年度松本地域公共交通協議会事業計画（案） 

   【議案第４号】令和７年度松本地域公共交通協議会収支予算（案） 

   【議案第５号】国庫補助金の認定申請について 

   【報告事項】 地域公共交通の利用状況について 

 ⑵ 松本地域公共交通会議 

   【報告事項】ぐるっとまつもとバスに係る運賃政策等の実施について 

【報告事項】松本・島内線の迂回ルートの変更について 

４ そ の 他 

５ 閉  会 

資 料 
１ 次第 

２ 会議資料 

  

一括 

一括 
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 堤  岳 志 （山形村） 
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交通ネットワーク課 

 

 



議 事 

１ 松本地域公共交通協議会 

⑴  協議事項 

  ア 議案第１号 令和６年度松本地域公共交通協議会事業報告 

    議案第２号 令和６年度松本地域公共交通協議会収支決算 

   ○ 事務局： 資料に基づき説明 

＜質問、意見がなく了承＞ 

会計監査報告 

   ○監査委員：令和６年度収支決算監査を行ったところ、適正に処理されてい

ることを報告する。 

   ○ 委 員：協議会で扱う金額が大きくなってきていることから監査方法に

ついて事務局で工夫を検討されたい。 

   ＜会計監査報告について了承＞ 

 

  イ 議案第３号 令和７年度松本地域公共交通協議会事業計画（案） 

    議案第４号 令和７年度松本地域公共交通協議会収支予算（案） 

   ○ 事務局： 資料に基づき説明 

   ○ 委 員： 令和７年度から新たに始める事業はあるか。 

   ○ 事務局： 運賃政策実施における周知啓発を行う予定。 

○ 委 員： 部活動地域移行に伴い、交通手段としてバスの選択肢が増え

れば親の送迎負担が軽減されると考えるが、対象の中学生に

向けた割引などはあるか。 

   〇 事務局： 運賃政策の一環として、バスの小児運賃適用を中学生まで拡

大することにより子育て世帯を支援していく。 

   ＜議案第３号・議案第４号について了承＞ 

 

  ウ 議案第５号 国庫補助金の認定申請について 

   ○ 事務局： 資料に基づき説明 

   ○ 委 員： フィーダー系統の補助金の流れについて令和７年度から協議

会を通しての申請に変わっている。また、エリア一括につい

ては補助額の算定方法が令和７年度から変わることから留意

されたい。 

   ○ 事務局： 承知した。 

   ＜議案第５号について了承＞ 

 

 ⑵ 報告事項 

   地域公共交通の利用状況について 

○ 事務局： 資料に基づき説明 

   ○ 委 員： のるーと松本の梓川エリアの利用促進について具体的にどん

な施策を行っていくのか。 

   ○ 事務局： 街頭啓発やチラシの配布を今まで通り行うとともに、のるー

と松本に乗って大型店舗に来店するとポイントを付与する事

業や免許返納者などへの声がけも検討している。 

一括 

一括 



   ○ 委 員： のるーと松本の１日の乗車人数について、本格運行に向けた

目標値が５０人であったが、本格運行後、乗車人数が目標に

届いていないことについてどのようにお考えか。 

   ○ 事務局： のるーと松本の今後の在り方については、運用方針で定めら

れているとおり５年間の利用状況の経過を鑑みながら、長い

時間をかけて判断していく方針。 

   ○ 委 員： フィーダー系統の奈川・安曇線については、補助金の要件で

もある１便あたりの乗車人数２人以上の基準を下回るぎりぎ

りであることから、危機感をもった取り組みをされたい。 

   ○ 事務局： 過疎化少子化で利用が減少する中で、なるべく一般利用を増

やすべく地域住民がバスへ関心を持つ仕組みづくりが必要で

あると考えている。 

   ＜報告事項 地域公共交通の利用状況について集約＞ 

 

２ 松本地域公共交通会議 

(1) 報告事項 

ア ぐるっとまつもとバスに係る運賃政策等の実施について 

○ 事務局： 資料に基づき説明 

   ○ 委 員： 地域連携ＩＣカード導入にあたって、どのような周知を行い

どのくらいの利用を試算しているのか。 

   ○ 事務局： 周知方法については、ホームページの掲載やポスターの掲示

をはじめ、長野市やＪＲの事例を参考にしながら周知してい

く。また、キャッシュレス利用数の試算については現在現金

決済が全体の５２％を占めており、その半数がキャッシュレ

スへ移行すると見込んでいる。全体の７５％がキャッシュレ

ス決済となる見込み。 

   ○ 委 員： Suica以外に使えるようになるものは何か。 

   ○ 事務局： 地域連携ＩＣカードの導入により、Suica のほか PASMOや

ICOCA等、全国で使える１０種類のカードが使用可能になる

見込み。 

   ○ 委 員： 福祉１００円バス助成事業の決済方法がキャッシュレス化に

なるにあたって、地区ごとに高齢者に対しての福祉１００円

バスのキャッシュレス決済使用方法を教えていただく機会を

設けてほしい。 

   ○ 事務局： ご提案いただいた方法での周知を検討していく。また、移行

期間を設けることで、キャッシュレス決済に慣れてもらえる

よう利用方法を伝えていくことも考えている。 

   ○ 委 員： 紙式回数券の廃止に伴い、子供の回数券についてどのような

展開を想定しているか。 

   ○ 事務局： スマートフォンを所持していない利用者については、紙式プ

リペイドカードの利用を想定している。 

   ○ 委 員： 紙式プリペイドカードを紛失してしまった場合の対応策は。 



   ○ 事務局： 特定のＩＤで利用者をデータ管理しているため、紛失の場合

は利用停止することも可能。 

   ＜報告事項 ぐるっとまつもとバスに係る運賃政策等の実施について集約＞ 

 

  イ 松本・島内線の迂回ルートの変更について 

   ○ 事務局：資料に基づき説明 

   <質問、意見がなく集約> 

 

３ その他 

   ア タクシーの新マナー「守ろう！５分以内乗車」について 

   ○ 委 員： 資料に基づき説明 

   ○ 事務局： タクシーについても電車やバス、航空機等と同じ公共交通で

あるので、効率の良いタクシーの利用に関して行政の立場か

らできることを松本地区タクシー協議会と協力しながら進め

ていきたい。 

 

   イ 地域連携ＩＣカード導入に関するお礼とご報告 

   ○ 事務局：国の補助申請にあたり協議・承認にご理解ご協力いただいた感

謝と申請が無事に終了したことをご報告申し上げる。 

 

 

以上  

  


